
別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （令和3年度）

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備 考

1
公共用施設に係る整
備、維持補修又は維持
運営等措置

林道向名線落石対策工事 出雲市 3,576,100 3,006,300



Ⅱ．事業評価個表（令和3年度）

《全体計画》

A工区 A箇所 H28-29

B箇所 R3（本年度）

B工区 R2

R3（本年度）

全体計画

交付金事業に関係する都道府県又は市
町村の主要政策・施策と目標

出雲市総合計画「出雲未来図」（平成24年度～平成33年度）後期基本計画（平成29年度～平成33年度）
　第３章　産業・観光都市の創造
　　２　農林水産業の振興と発展
　　　（４）農業基盤整備事業
　　　　⑤林道整備事業
　　　　　林道の機能向上及び農山村地域の環境改善等を図るため、県営事業を活用し林道の開設並びに整備を行います。

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 出雲市

交付金事業実施場所 出雲市乙立町地内

　林道向名線は、一級河川神戸川左岸の殿川内集落と右岸の向名集落を繋ぐ、総延長2,340mの林道です。集落間を連結する主
要な生活道として昭和35年に開設され、現在では林業施業する人や通勤通学等地域にとって大切な路線となっています。
　林道開設時においては、段丘崖を切削することにより道路を整備し、転石などは見受けられませんでした。その後の降雨等
により段丘崖の風化が進み、現在、林道斜面に比較的大きな転石・浮石群が存在するとともに、ここ数年毎年数回、こぶし大
の落石が発生しており、けが人は出ていませんが、交通に支障を及ぼしている状況です。
　落石は、神戸川左岸（A工区）80m及び右岸(B工区)440mにおいて発生しており、この内落石発生頻度の高いA工区内の37m及
びB工区内の51mについて、年次的に落石対策を実施しています。
　平成28年度から平成29年度において、特に落石が多発しているA工区A箇所L=25.6mの対策を行い、令和2年度は、落石頻度が
高く地元要望が強いB工区47mの落石防護網工を整備しています。本年度は、対策が完了していないＡ工区L=11.75mの覆式落石
防護網工及びB工区L=4mのロープ伏工を整備します。
　【林道向名線Ａ工区】工事延長L=11.75m、覆式落石防護網工A=114m2
　【林道向名線Ｂ工区】工事延長L= 4m、ロープ伏工A=24m2

交付金事業の概要

工区・箇所 延長 工事内容

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持補修又は
維持運営等措置

林道向名線落石対策工事

L=47.0m

L=11.75m

L=25.6m

施工年度

現場吹付法枠工　A=154.9㎡

覆式落石防護網工　A=114.3㎡

ポケット式落石防護網工  A=387.6㎡

ロープ伏工  A=24.2㎡

L=88.4m

L=4.0m



うち文部科学省分

うち経済産業省分

事業期間の設定理由

事業開始年度 令和3年度

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

事業終了（予定）年度 令和3年度

活動見込 m 47

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和3年度

林道向名線の落石
対策が必要なＡ工
区及びＢ工区にお
ける落石対策済延
長の割合（％）

100%

(Ａ工区及びＢ工
区落石対策済延長
(m)/(落石対策が
必要なＡ工区及び
Ｂ工区の全延長
(m))×100(％)

成果実績 ％ 100

目標値 ％ 100

達成度 ％ 100

評価年度の設定理由

林道向名線における落石対策箇所Ａ工区（L=11.75m）・B工区（L=4.0m）の対策完了期間

交付金事業の総事業費等 令和2年度 令和3年度 年度 備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和2年度 令和3年度

15.75

達成度 % 100 100

年度

林道向名線落石対策工事進捗量

活動実績 m 47 15.75

総事業費 8,593,200 3,576,100

交付金充当額 6,055,000 3,006,300

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金事業の評価課室 出雲市農林水産部農林基盤課

6,055,000 3,006,300

交付金事業の契約の概要

計 3,576,100

落石対策工事 指名競争入札 有限会社門脇組（出雲市） 3,576,100

交付金事業の担当課室 出雲市農林水産部農林基盤課


